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伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 産業振興部長

20 (1)地域資源を活かした活力あるまちづくり （６）評価責任者氏名 半田　泰士

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 43 全国の人が、伊賀の特産物を認めている

（７）評価者

43 ②伊賀ブランドの価値を高め、売り出す 伊賀支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標）

（１７）
指標の
単位

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算
額・補
正要求
額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

１９・新
規・当
初

0057 特産野菜等生産振興支援事業 160100 農林政策課 - 6,440 6,440 0.2 作付け面積 H19で25 H20で25 ha Ⅰ 4 4 - 3 A - 有 方向性を拡大する

地域活性化計画など
で求める地産地消食
育などのコンセプト
が多い

無 ― １Ｇ ａ
唯一地域の特性を発
揮できる政策で効果
が大きい

―

１９・新
規・補
正

5006 菜の花プロジェクト 160100 農林政策課 - 2,800 67,200 1.0
ＰＲイベント参
加人数

人 Ⅰ 4 4 ― 4 A ― 有 方向性を拡大する
バイオマスタウン構
想等によるコンセプト
が多い

無 ― １Ｇ ａ
時代ニーズに即した政
策であり活性化政策
での効果が大きい

―

継続 0681 畜産振興事務経費 160100 農林政策課 5,952 6,428 6,428 0.5
優良素牛導入
頭数

100 355 頭 Ⅰ 4 3 3 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ ― ―

継続 0682 畜産振興事務経費 553500 伊賀産業建設課 3,355 3,163 3,163 0.2 素牛導入頭数 448 362 頭 Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ ― ―

継続 0684 畜産振興事務経費 703500
大山田産業建設
課

1,352 2,066 2,066 0.2
優良素牛導入
数

100 100 頭 Ⅰ 4 4 3 3 A 拡大 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ ― ―

継続 0683 畜産振興事務経費 653500 阿山産業建設課 2,689 3,142 3,171 0.2 素畜導入頭数 199 156 頭 Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ ― ―

継続 0623 伊賀米等生産振興対策事業 160100 農林政策課 3,489 3,489 3,489 0.05
伊賀米の販売
量

9,346 9,503 t Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ ― ―

継続 0624 伊賀米生産振興経費 653500 阿山産業建設課 900 880 860 0.1
集落営農組織
数

14 15 組織 Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ ― ―

継続 0733 地場産業振興事業 653500 阿山産業建設課 4,988 4,978 4,968 0.2
伝統産業会館
入館者数

3,725 3,399 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ ― ―

継続 0732 地場産業振興事業 160300 観光振興課 5,880 5,600 5,230 0.5
物産展催事の
売り上げ高

1,586 3,704 千円 Ⅰ 2 3 4 2 C 現状維持 無 ― ― 無 ― ４Ｇ ｄ ―
受益者負担の増を求
める方向性を検討

継続 0685 畜産振興事務経費 753500 青山産業建設課 784 860 825 0.1
研修会・会議
参加会員延べ
人数

15 28 人 Ⅰ 4 2 4 2 C 変更 無 ― ― 無 ― ４Ｇ ｄ ― ―

全 11 事業
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